
～スパニッシュ・コネクションについて～

インドから東欧を経てスペインのアンダルシアへと至るジプシーの道筋を、そこで生
まれたフラメンコ・ギター、ヴァイオリン、タブラといった楽器と共に音楽で旅する…。
このコンセプトのもと伊藤芳輝、平松加奈、吉見征樹により2000年に結成されたスパニ
ッシュ・コネクション。グループ名のスパニッシュ・コネクションは“スペインつなが
り”の意。ジプシー音楽の一つの究極であるスペイン／フラメンコ音楽をコアに置きつ
つも、クラッシック、ジャズ､民族音楽などのエッセンスを織りまぜ、独特のオリジナリ
ティーを発揮している。全国各地のライブハウスで精力的なコンサート活動を続け、多
くのファンを持っている。またTVドラマやCMの音楽でも幅広く活躍している。

◆伊藤芳輝
（フラメンコギター）

東京都出身。10 歳よりクラシック
ギタ-を始める。武蔵野音楽学院に
てジャズギターを松木恒秀氏に師事。
クラブのジャズバンドに参加する一
方でフラメンコギターを三沢勝弘氏
に師事。フラメンコ、ボサノバ、ジ
ャズ、クラシック．．．．etc.などあら
ゆるジャンルの音楽のガットギター
のスタイルを研究。ソロギタリスト
として、コンサート、イベント、ラ
イヴハウス、などに出演。2 枚のソ
ロアルバム「アトランティス幻想」「ふ
るさとのうた」を制作。現在、スパ
ニッシュ・コネクションの活動を中
心に、その他さまざまなレコーディ
ング・セッション活動を行っている。
最近ではカウンターテナー歌手
SLAVAのアルバム「ビューティフル」
に参加。また 5月 21日にリリースさ
れる川原亜矢子の初のアルバム「So
Nice」にもアレンジ＆ギターで全曲
参加している。

◆平松加奈
（ヴァイオリン）

大阪府出身。4 才よりヴァイオリ
ンを始める。相愛大学音楽学部にて
ヴァイオリンと室内楽を久合田緑教
授に師事。卒業後、豊かな音色と個
性的な即興を表現の身上としたジプ
シースタイルの演奏で数々の音楽シ
ーンで活躍。 ジャズ、ロックはも
とより、邦楽やワールド・ミュージ
ックのコンサート、ライブ、スタジ
オワーク、また演劇や映画音楽に数
多く参加。最近では SLAVA や川原
亜矢子のレコーディング・セッショ
ンに、他メンバーとともに参加して
いる。

◆吉見征樹
（タブラ）

大阪生まれ。1984 年からタブラを
始める。85 年、より幅広い音楽を追
求すべくニューヨークへ。87 年から
は、インドのボンベイにてタブラの
大御所ウスタッド・アララカ・カー
ン師とその息子ザキール・フセイン
師に師事する。その後、最も得意と
するインプロヴィゼイションを主体
にタブラの可能性を追求しながら、
インド古典音楽やあらゆるジャンル
でのセッションに参加。今話題のデ
ート・コース・ペンタゴン・ロイヤ
ル・ガーデンのメンバーでもあり、
クラブカルチャーからも熱い注目を
集めている。

＜タブラについて＞
必聴の価値！インド民族打楽器タ

ブラについて両面太鼓を半分に切っ
て並べた北インドの伴奏打楽器。高
音を出す木製の太鼓と低音を出す金
属製の太鼓の二つをセットにして、
左右の手の技巧を駆使する。どちら
も山羊の皮を張り、表面にマンガン
をでんぷんで煉ったものを円状に塗
り、その効果によって音色のヴァリ
エーションや余韻を出す。


